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代に入っているのである｡
国の基盤産業である自動車産業は裾野が広くて､
国民経済に大きな影響を与えざるを得ない｡
本論文では､世界的規模で直接投資受入国と
なっている中国の外資受入状況を国別､業種別内
訳に分析する｡さらに裾野の広い中国自動車産業
における外資企業の投資状況や動きを分析する｡
全国の外資受け入れ現状と自動車産業を分析した
上で､東北地域の直接投資受入状況と東北地域の
自動車企業を事例として研究する｡こういう現状
を分析しながら､直接投資受入れの問題点､自動
車産業の課題を取り上げて､解決策を模索して､
東北経済の振興を図る｡
第 1章では中国における外資受入の現状とその
特徴である｡この章はまず改革 ･開放以来の外資
導入の歴史流れを紹介する｡次に､中国における
外資企業の投資現状を外資企業の登録数､国別､
業種別､地域別に分けて現状と特徴を述べる｡
第2章では中国東北地域における外資受入の現
状である｡この章は中国東北地域の概要紹介から
始め､国別 ･業種別､企業形態 ･都市別分けて東
北地域の直接投資受入現状を述べる｡次に､各省
に分けて､各省の直接投資受入政策を紹介する｡
東北地域は1970年代末では先進地域であった｡
80年代に入り,改革 ･開放が本格化するが,東北地
方は重工業部門をはじめとして計画経済の影響が
強く,なかなか経済成長の波に乗れずにいた｡と
りわけ80年代後半には,経済引き締めを機に ｢東
北現象｣と呼ばれる経済停滞に陥り,89年以降,全
国の経済成長率を下回った｡93年からは,全国並
みの成長率にどうにか持ち直 しているが,華南地
方や上海周辺と比べ,まだ経済成長の足どりは重
くなっている｡
第3章では中国における自動車市場の現状と特
徴である｡自動車生産基地､世界での地位､販売
実績,自動車業界の再編,外資企業の投資,日系
企業の四輪車､部品企業の進出を紹介しながら､
中国自動車市場を分析するO
第4章では東北三省における自動車企業の事例
研究である｡東北三省の各省で自動車企業を一つ
挙げて製品輸出先､販売から比較しているO
第5章では中国自動車産業における問題点と課
題である｡この章では東北三省の直接投資受入の
問題点､企業の存在する問題点と中国自動車産業
で日系企業にとっての課題について述べた｡
第6章では結論と提言である｡この章では企業
側の視点による東北三省政府への提言と東北地域
自動車産業への展望,日系企業の東北三省に直接
投資するときと中国自動車産業に進出するときの
留意点について述べた｡
